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図２ 費用便益分析の概要 （３事業の必要性の視点 ③費用便益分析）

・想定条件（耐用年数：75年･･･共同溝の整備等に関する特別措置法施行令より）

共同溝整備が75年の耐用年数の間に、幹線共同溝に公益施設を収容しなかった場合、75年の間に必要となる各公益施設の想

定工事回数（1度の新設＋耐用年数により必要となる入れ替え回数）並びに工事交通規制による交通渋滞により算出する。（通常の

維持費は同程度のものとし、また、経年変化の社会的割引率は考慮していません）

１．共同溝を整備しなかった場合

・公益施設をそれぞれ単独で施工した場合の工事費の算出：単独工事費（共同溝建設計画書より）×想定工事回数

関西電力 17.2億円 × 2.5回 ＝ 43.0億円

水道 11.5億円 × 1.9回 ＝ 21.9億円

下水道 80.8億円 × 1.0回 ＝ 80.8億円 計 145.7億円・・①

※耐用年数 関西電力30年、水道 40年、下水道 75年

・国道479号における工事通行規制により余分にかかる走行時間費用の算出（工事1回あたり）

工事により想定される全幅員の1／3を規制するものとする

工事1回当りの工事期間：水道、関西電力2年とする

工事による規制区間距離は１ｋｍとする

街路事業における費用便益マニュアル：国土交通省より 11.7億円・・② 合計（①＋②） 157.4億円・・・③

２．共同溝を整備した場合

当該共同溝整備事業の総事業費 110億円・・・④

３．費用便益比（B/C）

費用便益比＝総便益／総事業費 ＝ １５７．４億円／１１０億円 ＝ １．４３

上記のとおり、共同溝事業の目的の１つである「道路の掘り返し防止」により、共同溝を整備した場合の方が、整備しなかった場合に

比べて安価なため（③＞④）一定効果は見込まれる。また、その他目的である「都市防災機能の向上」「道路空間の有効活用」による

便益も見込まれることから、事業の投資効果はあると考えられる。

ただし、共同溝整備事業ついては現在、費用便益比(B/C)の算出マニュアルがないため、参考として算出したものである。

<道路掘り返し防止に関する費用便益の概略算出について> 【参考】
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図３ 進捗状況 （４事業の実現見直しの視点 ②事業規模）

残事業の内容
・2017(H29)年度～2019（H31)年度 中間立坑工事
・2019(H31)年度～2020（H32)年度 路面復旧、付帯設備工 事業完了
・残事業費 約１４億円 3



図４ 進捗率の推移 （４事業の実現見直しの視点 ③総事業費）

進捗率（事業費ベース）の推移（単位：％）

30%

61%

91%

121%

151%

182%

2%
13%

29%
37%

47%
56% 59%

75%

100%

2%
13%

29%
37%

47% 56% 59%
68%

80% 87%
100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

160%

180%

200%

2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020

当初

前回

今回

4


